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カール・ロジャースの思想でヴァイオレットのキャラクターの自己概念

と一致を研究 

序論 

本と言う物は、社会にとって窓のように別の世界を見る一つの方法

である。ライトノベル（ラノベ）はその別の人生の物語を語りかけて、新

たな世界を紹介している。そして、有名なラノベ、ヴィオレット・エヴァ

―ガーデンと言う語りがあり、それは自動手記人形、ヴァイオレット・エ

ヴァ―ガーデンと呼ばれる少女の物語である。 

元軍人で、少女兵ヴァイオレットは今まで、自分が『道具』または

『武器』と呼ばれるものに生きていて、信じている。そのため、彼女は自

分の心、本心を振っていることともに自分が人間そのものの事を振ってい

る。これはカール・ロジャーズの思想によると、ヴィオレットの心の中に、

不一致が始まる（McGraw-Hill,1959：203）。そして、ロジャーズの思想

で、ヴァイオレットのキャラクターを研究し、あるいは彼女の不一致が一

致になれるかどうかを調べる。 

本論 

ロジャーズの思想の自己概念の中には三つの重要なポイントがあり、

それは、現実自己や理想自己や自尊心である。どのように人が自分の事、

体と心を見るのかそれは現実自己、その逆に理想自己というのは個人が非

常にそうなりたいと望んでおり、それに最も高い価値を置いている自己概

念である。そして、自尊人は自分の人格を大切にする気持ち、または、自

分の思想に自信を持ち事である。 

人殺しヴァイオレットは、ギルベルトの武器になり、4 年に軍人に

なった。そして、その 4年間の中に彼女は愛情をもらうことがあまりなか
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った、たとえそれは人間として必要な肯定的配慮であるもの（Rogers, 

2005）。そのせいで、ヴァイオレットは人としての感情が理解できなく、

自分の気持ちを表すこともできない。 

そこで、ただ条件つき積極的な関心をもらった彼女は、自分の意識

で自分の最も高い価値は『武器』であるものと思ってしまった。『武器』

でいないと、ギルベルトの傍に居たいと思う資格も、失ってしまった、と

いうことは次のデータに書いてある。 

「私は人ではないです。道具でいないと、駄目なのです。道具でい

ないと……うまく戦えません。少佐の傍に居たいと思う資格も、失

ってしまう。少佐の傍に居たいと思うには、誰かの道具でいるには、

そういうのは……阻害されなくてはいけないんです。」 

(暁加奈, 2016: 213) 

自分が人間ではない、人間として価値はないと思っていた。ギルベ

ルトが命令をしないとヴァイオレットは動くことができないと信じていた。

そして何も気づいていない間に、ただギルベルトから愛されたい彼女は、

武器と呼ばれるものに生きて、自分の本心と人として価値を知らなくて、

命令を従え、それはヴァイオレットの理想自己である。この問題は、ヴァ

イオレットの心の中に不一致になっていた。ただ人に対して成長できなく

て、十分機能するひともできなかった。 

しかし、自動手記人形になったヴァイオレットは、たくさんの人と

出合って、たくさん知らない想いを感じて、彼女の心が動いていた。少し

ずつ人としての感情を学んで、そして本人がそのものを感じられる。これ

は次のデータに書いてある。 

「きっとそれは『楽しい』という気持ちで、私はそれを下さった旦

那様に感謝しております」 

 (暁加奈, 2015: 183) 
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色々な知らない感情を感じるが、ヴィオレットにとって、愛が感じ

るなら完璧な武器になって事ができないと思ってから、ヴァイオレットは

愛情を分かることができないと言ってしまう。 

そして、死ぬことが近づいた時、ヴァイオレットは自分に言った、

一生懸命生きていて彼女は、まだギルベルトに愛されたかったか。ついに

自分の眠ている感情を感じられているヴァイオレットからである。 

大戦争が終わった時から、ついにギルベルトと出合ったヴァイオレ

ットは、その時より、もっと感情を分かって、表すことも少しずつできる。

それから、ついに彼女はギルベルトに自分の本当の気持ちを話した。彼女

は、命令を受けられなくても、ただギルベルトの傍に居られたいんだ。涙

が流れているヴァイオレットは自分の本心を、ギルベルトに、話した。ま

だいっぱい事が分からないが、武器でなくても、これからヴァイオレット

は自分の気持ちを受け入れるつもりである。あとは、ヴァイオレットの不

一致はついに一致になり、その流される涙は彼女の感情の証拠である。彼

女は最終的に本当に全部彼女の気持ちを感じられる。 

結論 

本研究では、研究データーにより重要なポイントは： 

ヴィオレットの現実自己 

ヴィオレットの回りから、ただ条件つき積極的関心を受けるしかな

かった 

不一致が出てしまった。 

自動手記人形になったおかげで、ヴァイオレットは人として感情を

分かることになった。 

少しずつ自分の気持ちを受けた。 
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ついに不一致が一致になった、ヴァイオレットは自分が人間として

生きることができるようになった。 
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